
15 広報ところざわ令和 6年 1月号

12月号クイズの答え　あろま　投稿留意事項　▶投稿物は返却不可▶公序良俗に反しないこと▶政治・宗教団体、営利目的の投稿不可▶添削あり

　1月10日㈬までに、①クイズ
の答え②希望賞品（Ａ～E賞）
③郵便番号④住所⑤氏名⑥年齢
⑦電話番号⑧1月号の感想を記
入し、〒359-8501広報課
（住所不要）に郵送、
または市HP（ プレゼ
ント）で応募

　タテ・ヨコのカギをヒントに
クロスワードを解き、アルファ
ベットが付いたマスを順番につ
なげると、クイズの答えになり
ます。

▲市HP

応募方法クイズの解き方

広報マスコット 
ひばりちゃん

◎当選者の発表は、引換券の発送を
もって代えさせていただきます。
　当選者は、直接店舗でプレゼント
と引き換えとなります。

１
　
昨
年
11
月
26
日
に
第
１
回
を
開
催
。

テ
ー
マ
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
」
で

し
た
。
市
長
〇
〇
〇
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

２
　
三
重
県
の
県
庁
所
在
地

３
　
市
の
南
西
部
に
位
置
す
る
地
区
。
西

武
園
ゆ
う
え
ん
ち
な
ど
が
あ
り
ま
す

４
　
細
長
く
、
光
に
反
応
す
る
性
質
が
あ

る
魚
。
英
名
ニ
ー
ド
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

５
　
分
別
す
れ
ば
、
資
源
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
12
月
号
を
読
ん
で
さ
ら
に

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
！

６
　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
繰

り
返
し
使
え
る
〇
〇
〇
〇
〇
や
マ
イ

バ
ッ
グ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

８
　
裁
縫
に
使
う
針
の
こ
と

10
　
雷
を
伴
う
雨
の
こ
と
。
対
策
は
本
紙

の
令
和
５
年
６
月
号
を
チ
ェ
ッ
ク
！

12
　
と
こ
と
こ
景
観
資
源
の
204
番
に
指
定 

さ
れ
て
い
ま
す
。久
米
〇
〇
〇
〇
〇
〇

14
　
白
く
て
も
こ
も
こ
し
た
、
と
あ
る
動

物
を
飼
う
人
の
こ
と

15
　
冷
凍
食
品
を
加
熱
す
る
際
な
ど
に
使

い
ま
す
。
電
子
〇
〇
〇

16
　
相
手
を
い
つ
く
し
む
心
。
相
手
の
た

め
に
良
か
れ
と
願
う
心
の
こ
と

17
　
「
人
と
人
、
人
と
自
然
と
の
絆
」
を

大
切
に
す
る
「
エ
コ
タ
ウ
ン
」
を

み
ん
な
で
築
い
て
い
く
た
め
に

「
〇
〇
〇
〇
〇
〇
タ
ウ
ン
所
沢
」
を

目
指
し
ま
す

18
　
そ
の
議
会
で
、
議
席
数
を
も
っ
と
も

多
く
も
つ
政
党

20
　
倒
れ
る
際
に
、
で
き
る
だ
け
ダ
メ
ー

ジ
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
倒
れ
る
方

法
。
〇
〇
身

21
　
三
ケ
島
地
区
に
あ
る
お
寺
。
し
だ
れ

桜
や
曼ま

ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

殊
沙
華
も
見
ら
れ
ま
す

23
　
せ
っ
け
ん
・
ろ
う
・
脂
肪
な
ど
に
色

を
混
ぜ
て
作
っ
た
棒
状
の
画
材

25
　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
自
転
車

乗
車
中
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が

〇
〇
〇
〇
義
務
に
な
り
ま
し
た

28
　
メ
キ
シ
コ
を
代
表
す
る
料
理
の
一
つ
。

ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
に
お
好
み
の
具
材
を

乗
せ
て
食
べ
ま
す

各面や過去の広報ところざわ、

市 HP にヒントがあるよ♪

探してみてね！

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

1 2 ３・E ４ 5 6

７ A ８ ９ 10 G

11 F 12 13

14 15 16

17 18

19 20 B 21

22 23 24 25

26 27 28 29・C

30 31

32 D 33 34

１
　
令
和
６
年
の
干
支
で
す

３
　
所
沢
の
名
物
の
一
つ
。
ト
コ
ろ
ん
の

大
好
物
で
も
あ
り
ま
す

７
　
本
市
の
東
部
に
位
置
し
、
松
井
地
区

に
属
す
る
地
名
。
南
部
に
は
東
川
が

流
れ
て
い
ま
す

９
　
本
市
の
泉
町
に
あ
る
、
地
域
福
祉
の

中
心
的
な
役
割
を
担
う
拠
点
施
設
の

こ
と
。
「
こ
ど
も
と
福
祉
の
〇
〇
〇

館
」

11
　
畳
の
原
料
に
な
る
植
物

13
　
皮
膚
の
一
部
が
盛
り
上
が
っ
た
小
さ

な
で
き
も
の

14
　
灰
を
入
れ
、
中
に
炭
火
な
ど
を
い
れ

て
お
く
暖
房
具

15
　
文
字
・
図
・
写
真
な
ど
を
所
定
の
範

囲
内
に
効
果
的
に
配
置
す
る
こ
と

17
　
昨
年
の
10
月
８
日
㈰
に
開
催
。
山
車

が
所
沢
の
夜
を
彩
り
ま
し
た
。
「
と

こ
ろ
ざ
わ
〇
〇
〇
」

18
　
物
事
に
対
し
て
、
迷
わ
ず
は
っ
き
り

し
た
判
断
や
決
断
を
す
る
こ
と

19
　
都
道
府
県
の
長
の
こ
と

20
　
初
め
て
試
合
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と

22
　
英
語
で
表
現
す
る
とpentagon

24
　
所
沢
駅
周
辺
エ
リ
ア
の
都
市
開
発

が
進
み
、
街
の
景
色
が
大
き
く
変
わ

る
中
、
旧
町
地
区
に
お
け
る
「
多
く

の
人
が
共
感
で
き
る
街
づ
く
り
の
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
こ
と
。
「
所
沢
駅
周
辺

〇
〇
〇
〇
デ
ザ
イ
ン
」

26
　
厠か

わ
や

の
こ
と
。
英
語
で
はRestroom

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
あ
り
ま
す

27
　
物
に
沿
っ
て
移
動
す
る
こ
と

29
　
日
本
の
山
野
に
自
生
す
る
多
年
草
。

春
の
七
草
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る

30
　
所
沢
の
「
よ
い
も
の
（
Y
）
」
「
お

い
し
い
も
の
（
O
）
」
「
た
の
し
い

も
の
（
T
）
」
を
紹
介
す
る
施
設

31
　
あ
る
物
事
に
関
わ
る
こ
と

32
　
古
い
時
代
に
書
か
れ
た
書
物

33
　
二
十
四
節
気
の
う
ち
、
現
在
の
暦

で
２
月
19
日
～
３
月
４
日
頃
の
こ
と
。

雨
に
関
係
す
る
言
葉
で
す

34
　
物
体
が
回
転
す
る
と
き
の
中
心
と
な

る
直
線
の
こ
と

●ゴミの分別について、とても
勉強になりました。容器包装
プラスチックに歯ブラシなど
は含まれないことにびっくり
しました。ちゃんと分別方法
を確認しないといけないと改
めて思いました（日吉町・
20代）

●ゴミの分別は今でもしっかり
やっていますが、子供にも興
味を持ってもらうために、参
加型の見学会などがあれば積
極的に参加して地域の役に立
つような家庭でありたいと思
いました（元町・30代）

●特集の内容が、年末にちょう
ど良かったです（東所沢和
田・50代）

編�集から●先月号の特集は「し
っかり分別ごみから資源へ」

ということで、主にごみの分
別をご紹介しました。きちん
とごみを処分して気持ちよく
年明けを過ごしましょう！

●コンテンツ盛りだくさんで嬉
しいです。12月はクリスマ
スのイベントが多いので、広
報紙を読んで楽しみたいと思
います（山口・60代）

●最近、所沢市に転入してきた
ので市の財政事情や、ゴミの
分別に関する情報が興味深か
ったです（東町・30代）

編�集から●ご愛読いただきあり
がとうございます。さらに市
の情報をわかりやすく＆読み
やすくお伝えできるように、
今後も編集一同頑張ってまい
ります。

　誰でもエッセイ 2 月号
のテーマは「バレンタイ
ンデーの思い出」。1 月 10
日㈬締め切りです。季節の
写真も募集中！

◆応募方法
①住所②氏名③年齢④ペンネーム
⑤タイトル⑥作品コメント⑦広報
紙の感想を記入し、メール・郵送
▶ hiroba@city.tokorozawa.lg.jp
▶〒 359-8501 広報課
　みんなのひろば
　（住所不要）

※写真は 10MB 以内、エッセイは
300 文字程度（添削あり）。

みんなのすてきな
エピソードを
教えてね♪

読者感想文編集後記

　あけましておめでとうござい
ます。本年も、皆さんに「読ん
で役立つ＆うれしい！」と思っ
ていただける広報紙をお届けで
きるよう、頑張ってまいります。
　本号特集では、市内の観光農
園や所沢の農産物の魅力をご紹
介しました。ブドウやいちご狩

りができるのは知っていたけど、
タケノコやしいたけ狩りもでき
るのは知らなかったという方も
多いのではないでしょうか。今
年は観光農園でおいしく、楽し
く所沢の「農」を堪能してみる
のはいかがでしょうか。
� （坂本・関・深町）


